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J G A P 指導員現地研修 
JGAP 農産 2022 対応 

 
JGAP 認証を取得している本学附属農場において、実際に取り組んでいる職員にも同席いただき、

GAP に実践状況の視察を中⼼に取り組み⽅法やわかりにくかった点など、実践した本⼈だからこそわかる
お話などをご紹介いたします。 農場指導の参考にも、JGAP 指導員資格の更新にも有効な研修です。 
 
研修の⽬的︓ 
・GAP の考え⽅、仕組み、内容を理解する。   
・JGAP 認証農場にて GAP の実践状況を学ぶ。 
・JGAP 指導⽅法を学ぶ。              
・JGAP 指導員資格の更新をする。 
 
⽇ 時︓研修時間 6 時間 詳細な時間は要相談 

※⾬天決⾏。 

会 場︓宮崎⼤学農学部附属⽊花フィールド（農場）管理棟 2 階講義室 および 場内 
         JGAP 認証品⽬︓かぶ、かんきつ、キャベツ、さといも、スイートコーン、だいこん、トマト、なす、

にんじん、はくさい、ばれいしょ、ブロッコリー、ミニトマト、ピーマン 
⽶（⽞⽶・精⽶） 

講 師︓真 智代 
定 員︓10 名 
受講料︓40,700 円(税込) (テキスト代、⽇本 GAP 協会登録料含む） 

※お⽀払いは、受講後、本学から送付される請求書にしたがいお振込下さい。 

持ち物︓申し込み受領メールを印刷したもの、筆記⽤具、メモ、名刺（任意） 等  
昼 ⾷︓昼⾷のご⽤意はございません。各⾃ご⽤意ください。 
 
キャンセルについて︓ 
・キャンセルされる場合には、必ず下記のアドレスまで、メールにてご連絡ください。 
・研修前 4 営業⽇以降のキャンセルには、キャンセル料（10,000 円）が発⽣します。 
・研修当⽇および研修開始後のキャンセル、無連絡不参加は、受講料全額をいただきます。 

※お⽀払いは、受講後、本学から送付される請求書にしたがいお振込下さい。 

 

問合せ先︓ 宮崎⼤学農学部附属住吉フィールド（牧場） 
TEL: 0985-39-1034／FAX: 0985-39-8277／Mail: gap-kenshu@miyazaki-u.ac.jp 
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連絡事項︓ 
・停電や⾃然災害などにより、研修を中⽌せざるを得ない場合についても、来学に要した費⽤（交通費、

宿泊費、⾷費など）については、受講者ご⾃⾝でご負担ください。なお、中⽌になった際には、別⽇程
にて、研修を実施させていただきます。 

・体調不調時には、受講をお控えください。代わりに別⽇程の研修をご受講いただきます。 
・録⾳や、録画はご遠慮ください。写真撮影については、講師が許可した場⾯でのみ、可とします。 
・出席時間が全体の 90％を下回る場合、不合格となりますので、遅刻･早退はできるだけお控えください。 
 
JGAP 指導員基礎研修の概要︓ 

※進⾏状況により⼀部変更する場合もございます。 

・JGAP 認証農場の GAP 取り組み紹介 
(農場紹介・JGAP 導⼊のきっかけ・苦労した点・よかった点・販売先との取引関係) 

・JGAP 認証農場の具体的な管理 
(農薬散布記録、収穫記録などについて帳票類を⾒ながら) 

・認証農場の現場⾒学 
(調製室、農薬保管庫、機械倉庫、防除機の洗浄場所など) 

・農場におけるリスク検討の考え⽅、実際の農場を利⽤して 
・質疑応答 
・受講者アンケートの回収 
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会場案内︓ 
 宮崎⼤学農学部附属次世代農学教育研究センター⽊花フィールド（農場） 

住所︓宮崎市学園⽊花台⻄ 1-1  宮崎⼤学⽊花キャンパス内  
    https://www.miyazaki-u.ac.jp/kfield/access.html 

宮崎⼤学⽊花キャンパスへのアクセス︓ 

https://www.miyazaki-u.ac.jp/access/kibana/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


